キリストの香り
エペソ人への手紙 5:1-33
嗅覚には、さまざまな感情を呼び起こす最大の可能性があると言われています。刈ったばかりの草やベーコンを焼く匂いが、子どもの頃の思い出への郷愁を呼び起こすことに注目してください。また、特定の匂いは、特定の場所や経験を示します（病院、葬儀場、学校）。
心理学者たちは、嗅覚が人間の性的関係において重要な役割を果たしていると教えています。香水会社が、個人のイメージを高めたり、魅力の神秘性を生み出したりするために販売される香りを作り出そうと、成分の調合や開発に何十億ドルも費やしているのも不思議ではありません。
したがって、聖書が特定のイメージを生み出し、特定の教訓を教えるために、嗅覚の経験を用いるのはごく自然なことです。
· 創世記 8:21では、大洪水が地を罪から清めた後、ノアは神に感謝のいけにえを献げ、聖書は、主が「なだめの香りをかいだ」と述べています。これは、暴力と罪が平和と義に取って代わられたことを示しています。
· ピリピ人への手紙 4:18でパウロもこのイメージを用い、教会が彼に送った贈り物を「かぐわしい香り」と呼んでいます。これは再び、彼らの贈り物が甘い香りのするもの、つまり経験するのに心地よいものであったことを示唆しています。
· エペソ人への手紙 5でパウロは、同じ香りの比喩を用いて二つのことを説明しています。
1. 私たちのためにささげられたイエスの犠牲が、神にとってどれほど喜ばしいものであったか。
¹ 子どもが、かわいがってくれる父親を見ならうように、何をするにも神を模範としなさい。 ² 思いやりに満ちあふれた者となりなさい。キリストの愛は、あなたがたの罪を取り除くために、ご自身をいけにえとして神にささげるほど深かったのです。このキリストの愛の香ばしいかおりを、神はお喜びになったのです。
- エペソ人への手紙 5:1-2
イエスの生涯、死、復活は、神にとって芳しい香りのようでした。
2. キリストに倣う者の生き方が神にどれほど喜ばれるか。
私たちの生涯、死、復活は、神にとってかぐわしい香りのようなものでした。神に喜ばれることは私たちにとって非常に重要だと私は信じています。ですから今朝は、私たちの神にとても喜ばれるキリストの香りを生み出すために必要ないくつかの要素を、皆さんと分かち合いたいと思います。
エフェソの信徒への手紙第5章と第6章で、パウロはこれらの要素のうち四つを説明しています。
要素その1 - 純潔
3-14節でパウロは、私たちの生活にキリストの香りを生じさせるための最初の不可欠な要素、すなわち個人的な純潔について述べています。純潔とは、清潔さ、つまりその要素に異物が一切含まれていないことを意味します。
パウロは、私たちの生活から取り除かれ、それによって生活が清くなる必要のある事柄の種類を列挙しています。
³ あなたがたの間に、性的な罪やふしだらな行い、貪欲があってはなりません。そんなことで、だれからも非難されないようにしなさい。 ⁴ みだらな会話や下品な冗談は、あなたがたにふさわしくありません。むしろ、互いに神の恵みを心にとめて、感謝しなさい。 ⁵ もうよくご存じと思いますが、キリストと神との国に、汚れた人や貪欲な人は入ることができません。貪欲な人は偶像礼拝者であって、神よりもこの世のものを愛して拝んでいるのです。
⁶ これらの罪の言いわけをする者たちに、だまされてはなりません。神の恐ろしい怒りは、こういう行いをする者に容赦なく下るのです。
- エペソ人への手紙 5:3-6
· みだらな行為（ポルノグラフィー／のぞき見を含む）
· 貪欲（決して満足しないこと――物質主義）
· 誓いの言葉、下品な話、悪い言葉、卑わいで人を侮辱する発言
· みだらな行動や言葉（ハワード・スターンや、性的な変態を見世物にするトークショーなど）
彼は、このような不品行のゆえに神が人々を罰せられることを彼らに思い起こさせます――間違えてはなりません。誰にも別のことを言わせてはなりません。神はこれらの罪のゆえに罰せられます。（7–14節）
これらの節で、彼はクリスチャンに、そのような行動を避けるだけでなく、他の人々の中にあるそれを容認せず、世に対して悪として明らかにするよう勧めています。クリスチャンには、この世において不道徳で不純なものを非難する権利があるだけでなく、そうする責任もあります。
要素その2 - 霊性
キリストの香りを生み出すために必要な第二の要素は、霊性です。
¹⁵¹⁶ ですから、自分の行動によくよく注意しなさい。今は困難な時代です。愚か者にならないで、賢くなりなさい。あらゆる機会を十分に生かして、正しい行いをしなさい。 ¹⁷ 軽率に行動せず、主が望んでおられることを実行しなさい。 ¹⁸ 酒を飲みすぎてはいけません。そこには多くの悪が潜んでいるからです。むしろ、御霊に満たされ、支配していただきなさい。 ¹⁹ 聖なる歌をうたい、心の中で主に向かって賛美しながら、互いに主について語り合いなさい。 ²⁰ いつも、あらゆることを、主イエス・キリストの名によって、父なる神に感謝しなさい。
²¹ 互いに従順になって、キリストをたたえなさい。
- エペソ人への手紙 5:15-21
ここでパウロは、世俗的で神を認めない生き方の特徴を、霊的な生活様式と比較しています。神や霊的な事柄を顧慮しない生活において、人々は自分の歩みに無頓着で、霊的な知恵を求めようとせず、時が短く、裁きが来ることを認識できません。彼らにとって最大の楽しみは、人生と時間を浪費することであり、宴会や快楽、酩酊が好ましい精神状態となっています。しかし、キリストに従う者は、その性質と目的において霊的です。
その人は御霊に満たされているので、地上のものだけでなく、上から来る事柄についての知恵と知識を持っています。時間を愚かな活動に浪費するのではなく、賛美、祈り、感謝など、御霊に満たされた事柄に用います。その交わりと関係は、世にあるような欲望や競争によるものではなく、御霊による謙遜と従順に基づいています。
教会の活動が自分たちの生活に食い込み、できることを制限していると不平を言う人もいます。彼らは、教会の活動こそが本当の生活であり、この地上でのその他の趣味は一時的なものにすぎないことを理解していません。天国にはフットボールはありません。その時、私たちにはもっと良いことがあり、私たちはより良い人になっているでしょう。
要素 #3 - 秩序ある生活
²² 妻は、主に従うように夫に従いなさい。 ²³ なぜなら、キリストの体である教会がキリストにゆだねられているように、妻は夫にゆだねられているからです。 ²⁴ そういうわけですから、妻は、教会がキリストに従うように、どんなことでも喜んで夫に従わなければなりません。
- エペソ人への手紙 5:22-24
¹ 子どもは両親に従いなさい。神は、親が子どもを監督する権威を認めておられるのです。従うのは正しいことです。 ² 「あなたの父と母とを敬え。」これは、「十戒」の中で対人関係について言われた第一の戒めで、その後に約束があります。 ³ つまり、「父母を敬うなら、あなたは幸せになり、長生きする」（出エジプト20・12）という約束です。 ⁴ 両親にもひとこと言っておきます。子どもを、いつもうるさくしかりつけて反抗心を起こさせたり、恨みをいだかせたりしてはいけません。かえって、主がお認めになる教育と、愛のこもった助言や忠告によって育てなさい。
⁵ 奴隷は主人に従い、最善を尽くしなさい。キリストに仕えるのと同じようにしなさい。 ⁶⁷ 主人の目の前でだけ一生懸命に働き、陰では怠けるようではいけません。神が望まれることを、心を尽くして行い、キリストのために働くように、いつも熱心に喜んで働きなさい。 ⁸ あなたがたが奴隷であろうと自由人であろうと、良い行いには、一つ一つ主が報いてくださることを忘れないように。 ⁹ 主人も、いま私が奴隷たちに勧めたのと同じ態度で、奴隷を正しく扱いなさい。脅すばかりではいけません。自分もキリストの奴隷であることを忘れないように。あなたがたの主も、奴隷の主も同じお方なのです。主は人を差別したりはなさいません。
- エペソ人への手紙 6:1-9
秩序ある生活なしには、キリストの香りを放つことはできません。パウロは、人の生活における6つの主要な関係の正しい秩序について述べています。
1. 妻は夫に従う必要があります。
1. 夫は妻を愛する必要があります。
1. 子どもは両親に従う必要があります。
1. 親は子どもを優しく導く必要があります。
1. 従業員は正直で、雇用主にとって有益である必要があります。
1. 雇用主は従業員に対して公正である必要があります。
­キリストの臨在は、私たちの生活の秩序正しさによって容易に見て取ることができます。そしてキリストは、私たちが家族や仕事に関わる日常生活の事柄において、特にこのことを求めておられます。- キリストの臨在は、教会だけでなく、私たちの日常の家庭生活や仕事の生活においても認められなければなりません -
秩序ある生活は、日曜日の朝に教会にいることよりも、キリスト教にとってより大きな証しとなります。なぜなら、未信者は教会には来ませんが、あなたの結婚生活や、家族への接し方、そして職場でのあなたのあり方を見ているからです。
要素 #4 - 忍耐
キリストの忍耐という香りを生み出すための最後の要素――6章10～20節で、パウロは忍耐とは何かを説明しています：
主にあって強くあること ― 10節
自分がどこに立っているのか、何を信じているのかについて、揺らぐことがありません。他の人々は、あなたの献身に何の疑いも持ちません。あなたからは、信仰、自信、正しいことを行い、正しいことを語り、正しく考えようとする意志があふれ出ています。聖書も祈りも聖霊も、聖書を読まず、祈りによって神のもとに行かず、聖霊に従わない人を助けることはできません――使わなければ失うのです！
主にあって賢くあること ― 12節
戦い、すなわち戦争を終えるためには、敵が誰であり、どのように戦うのかを知る必要があります。それは「結婚するまで性関係を持たないこと」、「酔わないこと」、「世にあるあらゆる誘惑」についてではありません。それらの事柄そのものが問題なのではなく、サタンがこれらやその他の事柄を用いて、私たちをイエス・キリストと永遠のいのちから引き離そうとしていることが問題なのです。
「戦い」は薬物に対するものではなく、サタンに対するものです。そしてサタンとその策略を打ち破るために、私たちは信仰、祈り、福音などにおいて忍耐しなければなりません。-それは何を避けるかではなく、何をするかということです。
キリストは、非常に大きな試練とサタンによる攻撃を耐え忍ばれました。そして、神の御前にキリストの香りを生み出そうとする人々もまた、その生活の中に忍耐という要素を持たなければなりません。
要約
あなたの人生は、神の御前でどのような香りを放っていますか。それは、性的な罪、すなわち汚れた言葉や思い、行為の香りでしょうか。（適切な文脈における性そのものは悪くありません。しかし、あなたの性的な行為は適切でしょうか。）それとも世俗的なものの香りでしょうか――エサウのように、霊的でない人で、煮物一皿のために長子の権利を売り渡した人のように。あなたは、世が提供するわずかな地上の楽しみ、世俗的な音楽や活動などと引き換えにキリスト教信仰を売り渡したため、世のような香りを放っていませんか。
その香りは、混沌と混乱の香りでしょうか。家族や友人など、誰とでも対立している人。怠惰や不正直さの香りでしょうか。
おそらく、それは恐れの匂いでしょう。誰かが恐れているとき、その匂いを感じ取ることができます。イエスに忠実であり続けなかったために、裁かれることを恐れているのです。私たちの生活の中にキリストの香りを生み出す要素を、皆で培っていくよう勧めます。その香りは、神だけでなく、他の人々にも感じ取ることができるものです。
イエス・キリストの美しい香りを生み出す四つの要素
1. 思考、言葉、行動の純潔。
1. 霊性を最優先にすること。
1. 家庭と仕事における秩序ある生活。
1. 信仰における忍耐――単に避けるだけではなく
サタンの攻撃を受けていますが、伝道、教え、祈り、教会への忠実さ、そして奉仕を通して攻勢に出ています。古い罪深い生活の悪臭を取り除き、キリスト・イエスにあって神の御前に甘く、受け入れられる香りを放つ新しい材料の調合を始めるのに、遅すぎることはありません。この新しい香りを身にまといたいなら、来て、バプテスマの清い水で身を洗い、罪を洗い流しなさい。あるいは、祈りを通して回復され、良心を清めなさい。
